
人材育成に向けた取り組み事例
• 次世代経営層の育成
次世代経営層育成のための体系的なプログラムを

構築しています。
部長・次長クラスを対象とした「ファンケル経営ス

クール」は、外部講師を招き、経営に必要な知識と視点
を養う目的で、経営戦略の策定、組織変革、企業会計、
マーケティング・消費者行動論などについて学び、経
営リテラシーを習得します。2022年度は、参加者42

名がチームにわかれ、自ら設定したテーマに関する経
営提言を行いました。
今年度より新たに開講した「ファンケル経営スクー

ル ベーシック」は「ファンケル経営スクール」の前段階
のプログラムとして、リーダーシップ・組織マネジメン
ト、経営戦略・イノベーション、マーケティング、会計

人材活用に向けた取り組み事例
• ファンケルらしいD&Iの加速
「人間大好き企業」のファンケルグループは、「みん
な違ってあたりまえ」というダイバーシティ推進ス
ローガンのもと、様々な価値観や考え方を持つ多様な
人材が、個性や能力を発揮し、新しい価値を生み出し
続けることを目標に掲げています。
組織の多様性を高め、年齢や性別、障がいの有無、

性的指向・性自認、国籍、人種、宗教、価値観や考え方、
働き方等、お互いに尊重し認め合い、一人ひとりがイ
キイキと輝ける環境のもと、能力を存分に発揮し活躍
できる企業になることを目指し、そのための環境や仕
組みづくりを行ってきました。
無意識の偏見に気づくため、「アンコンシャスバイ

アス研修」や、自分らしく働くための「女性リーダー
シッププログラム」などの、様々な施策を進めています。
私たちはこれからもファンケルで働く多様な人材

が、変革と価値創造を推進し、多様な個性・能力を発
揮できる組織風土づくりを進め、長期ビジョンの実現
を追求します。

等、経営の基礎知識全般を半年間学ぶもの。すでに58

名の課長層が参加しています。
さらに、サクセッションプランにおける育成もス

タートします。次世代経営層の候補者育成において
は、実務経験に加え、役員に必要な知識（マルチステー
クホルダー視点、IR、財務経理、法務、人事労務など）
や異文化理解・英語習得のプログラムも行います。

経営戦略を達成するための人事戦略
ファンケルグループは、「VISION2030」において、

経営戦略として7つのチャレンジを実行しています。
その一つに「人材育成と人材活用」を設定し、 「人材育
成」「人材活用」「組織風土の醸成」という3つの視点で
取り組んでいます。

VUCA※の時代、変化に即応できる強い企業体質を
創り上げるため、人材育成方針に「複数の得意分野の
習得」や「ジョブローテーション制度」を取り入れ、従
業員が新しい価値を生み出せる体制にしています。
事業を通じ価値創造を実行するのは従業員です。イ

キイキと働ける環境のもとで「ダイバーシティ&イン
クルージョン」を加速させ、能力発揮を促す人事戦略
を実行していきます。また、ファンケルらしいベン
チャー精神をもって「不」の解消にチャレンジし続け
る風土づくりを推進していきます。

※ VUCAとは、「Volatility（不安定性）」「Uncertainty（不確実性）」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity（不透明性）」の頭文字をつなげた言葉で予測不能な時代を表す言葉

人的資本経営への取り組み

価値創造の源泉

次世代経営層育成のカリキュラム

• 人事戦略図

• 3つの視点

経営理念である「不」の解消の
実行力アップ

全従業員が活躍できる
環境づくり

経営理念の実行力を高める
組織風土の醸成

様々な得意分野を持ったメンバー
が様々な部門にいることで、各所
で新しい価値が生み出される状態

個々の従業員が主体性を持ち、多
様な個性・能力を発揮できる環境
づくり

ベンチャー精神を忘れずに、「不」
の解消に向けてチャレンジし続
ける組織風土への変革

● 人材育成方針の策定：複数の得意分野の習得＋ジョブローテーション制度 
➡ 知識や経験の蓄積により次世代経営層の育成へつなげる

● 特に強化すべき機能の選定：経営、マーケティング、R&D、新規事業、デジ
タル・DX、グローバル

● D&I：若手の登用、女性・ベテラン・シニア層、グローバル人材の活躍推進、
障がい者雇用の促進

● 健康経営：アブセンティーズム・プレゼンティーズムの低減、ワークエン
ゲージメントの向上

● 意識改革：マルチステークホルダー（お客様、投資家・株主様、お取引先様、
地域・社会、従業員）に対しての「行動指針」の改定

● 実行力の向上：みんなで未来を語る会（代表取締役社長執行役員CEOと従
業員の対話）、部門横断型 アイディアコンテスト（新規事業創出）の実施

2. 知・経験の蓄積による（次世代）経営層の育成

• 持続的なサクセッションプランの遂行
• 多分野でのマネジメント経験の蓄積

1. 複数の得意分野の習得

• ジョブローテーションによる多様なスキルの習得
• 自律的なキャリア形成の促進

3. 働きやすい環境づくり（D&I、健康経営）

• 多様な人材が多様に活躍できる環境
• 美しく健やかにパフォーマンスが発揮できる環境

4. 「経営理念の実行」の実現性を高める組織風土の醸成

• ベンチャー精神を忘れずに「不」の解消に向けてチャレンジし
続ける組織風土への変革

• 社会人基礎能力＋リスキリング
• 働く上で求めるマインド・行動（＝理念の実行力）

ファンケルの人材育成方針

【定点調査によるチェック】
• 経営層アンケート
• 組織風土調査
• 役職者、職位者評価
• 法定ストレスチェック

人材育成

人材育成

人材活用

組織風土

取締役会における監督

人材活用 組織風土

マーケティング R&D 新規事業 デジタル・DX グローバル

執行役員 サステナビリティ推進室長  山本 真帆

人事戦略における戦略立案からその進捗確認について、サステナビリティ委員会と取締役会にて年に1回以上報告することで、
定期的に監督を行っています。

1

2

3

ありたい姿

ファンケル
経営スクール 
ベーシック

サクセッション
プラン

ファンケル
経営スクール経営に関する基礎知識を身につける

次世代経営層（役員）に必要な知識・スキル習得、実践力を養う

経営リテラシーの習得、幅広いものの見方、 
自ら経営課題を考える力を養う

課長

役員、部長・課長

部長・次長対象者

対象者

対象者

取締役 常務執行役員 管理本部長  炭田 康史

2005年5月ファンケル入社。化粧品の基礎研究から製品開発を含む関
連業務に携わる。2008年執行役員総合研究所長兼化粧品研究所長。
2013年より取締役執行役員総合研究所長。2020年6月取締役常務執
行役員総合研究所長。2022年10月より取締役常務執行役員管理本部
長兼健康支援室長に就任。

ファンケル入社後、通信販売を中心とした広告宣伝制作、営業戦略、販
売企画、CRM、ECサイト運営などを担当。同業務を担う部門の部長を経
て、2020年3月よりSDGs推進室長（2022年10月に改称し、現在はサス
テナビリティ推進室長）。2022年6月より執行役員となり、現在に至る。

プロフィール

プロフィール

CEO

経営層
（役員）

部長職

課長職

係長職
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2022年度の実績
製品開発数

ファンケル化粧品 46品

サプリメント 10品

アテニア化粧品 31品

発芽米・青汁・その他食品製品 6品

特許出願数 国内：71件、外国：2件

学会発表数 39件

論文発表数 17件

共同研究先 25件

研究開発費 3,408百万円

研究員・有資格者数  ※2023年4月現在

研究員 193人

博士号 21人

薬剤師 10人

管理栄養士・栄養士 8人

総合研究所をファンケルの
未来を創る発信基地にする

2022年10月、総合研究所の所長就任時に、自身が
実現したいこととして、「総合研究所をファンケルの
未来を創る発信基地にする」という目標を掲げまし
た。その実現に向けて、現在、2つのテーマに取り組ん
でいます。一つ目が中長期の研究戦略の立案・実行。
二つ目が研究人材の育成と強化です。

❶ 中長期の研究戦略の立案・実行
2020年からのコロナ禍によって、私たちの生活は

大きな影響を受けました。そのような様々な環境の変
化やテクノロジーの進化によって、人や社会が変わっ
てゆく先の読めない不安定な時代だからこそ、10年、

20年後の未来に向けて、私たちが叶えたい未来・あり
たい姿を明確にし、その実現に向けた様々なチャレン
ジをしていくことが大切だと考えています。今後、世
の中はどのように変化していくのか？未来のお客様
の生活は?そこから発生するお客様の「不」は何か?を
考え、ファンケルが取り組むべきテーマを明確にし、
美と健康の領域における「既存事業の成長・強化」そし
て「新たな事業の創出」につながる研究戦略の立案・推
進をしていきたいと考えています。

❷ 研究人材の育成と強化
ファンケルが継続的に世の中の「不」を解消し、成長

化粧品、栄養補助食品、発芽米および青汁の既存
事業の成長・強化のため、基盤技術研究ならびに製
品開発研究活動を通じて、「安心・安全」を軸とした
安全性・機能性研究を推進し、科学的根拠に基づい
た製品開発を行っています。

研究開発

価値創造の源泉

し続けていくためには、それらを実現する「人（人財）」の
育成が重要です。研究メンバー一人ひとりに期待する
役割を明確にし、日々の仕事を通して自身の成長実感
や、社会への貢献実感を得ることのできる「働く幸せを
感じることのできる組織」にしていきたいと考えてい
ます。自身の夢や目標の実現と、会社の成長が連動し、
それがお客様の喜びにつながる。そんな組織になるこ
とが、「研究所がファンケルの未来を創る発信基地にな
る」ということに必ずつながっていくと考えています。

上席執行役員 総合研究所長  若山 和正

新たな「不」を解消するソリューション研究を推進
また、キリンホールディングス株式会社R&D部門

をはじめ、国内外の研究機関との共同研究や産官学
連携事業への参画などの幅広い活動は常に進化を
続け、社会課題や新たな事業創出につながる研究所
を目指して活動を進めています。

2005年入社。化粧品事業部で商品開発および海外現地生産を担当。
2013年から海外事業の基盤構築、2015年から健康食品事業を担当
し、事業・商品戦略を推進。2022年10月より総合研究所長に就任。

プロフィール

化粧品
• iPS細胞技術でヒト感覚神経に対する新知見
肌に負担となるものを与えない「無添加」から始

まったファンケルならではの視点で、増加していく
様々な「肌ストレス」により引き起こされる肌老化
メカニズムの研究を行っています。
近年、男女ともに敏感肌を訴える方は年々増え続

けており、その多くは肌がピリピリ、チクチクした
刺激やかゆみを感じやすい感覚異常の状態になっ
ています。ファンケルでは、本来きれいになるため
の化粧品が、その中に含まれる防腐剤の一つ、パラ
ベンにより肌を老化させてしまうということを実
証してきましたが、さらに、この刺激やかゆみなど
の不快こそが、日常生活のQOLを下げるとともに、
肌の老化につながっていると考え、防腐剤の感覚神
経に与える影響を研究しました。
身体から取り出して培養することが難しい感覚

神経を、iPS細胞培養技術により、化粧品成分に応
答する感覚神経細胞を開発することに成功し、防腐

サプリメント
• 進化する体内効率技術
ファンケルでは1994年の健康食品事業開始時か

ら、常にエビデンスに基づいて技術を検証し、お客
様に実感していただける製品を創り上げることを
モットーとした研究開発を進めています。
有効成分が体内で効率よく機能を発揮するため

の「体内効率」は、機能成分の性質や働きを見極め、
その力が体内で最大限に発揮されるように工夫す
る当社の独自技術です。機能性の高い成分を探索し
たり、成分を体内で吸収されやすくするなど研究に
おいても数々の工夫を行っています。
「内脂サポート」で開発し採用されているバリア
＆リリース製法は、ビフィズス菌を胃酸から守りな
がら、ブラックジンジャーエキスの放出を行う、身
体に必要な場所で成分を吸収されやすくする技術
です。早く溶かしたい成分と胃酸から守りたい成分
を一つの製品に配合し、それぞれの成分の働きに合
わせた製品設計を行っています。
常に、身体に有用な成分を混ぜて固めているだけ

ではなく、飲みやすさも考慮した小さな粒の中で、
様々な成分の特徴に対応できる技術により機能性
を高めることを追求しています。

メチルパラベンなし メチルパラベンあり

実験結果

防腐剤の一つパラベンにより感覚神経が伸長

神
経
線
維
の
長
さ

0
メチルパラベンありメチルパラベンなし

1.0

1.5

2.0

0.5

1.8

1.0

「内脂サポート」は体内効率設計で
生きたビフィズス菌を胃酸から守る

内脂サポート 体内効率設計なし

生きた
ビフィズス菌が

増殖

胃酸をバリア

ビフィズス菌は
増殖しない

（胃酸に濡れて死滅）

胃酸が侵入

人工胃液（pH 1.2）
2時間処理

試験サンプルを取り出して
培地中で2日間培養

研究トピックス

剤や大気汚染物質が、神経を刺激して正常な状態か
ら過敏な状態に変化させる可能性を明らかにしま
した。なお、この研究結果は、「国際化粧品技術者会
学術大会」で研究成果として発表しました。

パラベンによる感覚神経の伸長

22 23

ビジネスモデルイントロダクション サステナビリティ データセクションマネジメント



物流
• 2拠点化による在庫配分。
  リードタイムと輸送費の削減
ファンケルグループの物流センターは、千葉県柏市

の関東物流センターと大阪府門真市の関西物流セン
ターの2拠点を構え、各工場で製造された製品は即日
両物流センターへ納品されます。物流センターは、年
始の2日間と決算棚卸日を除き、年間362日稼働して
お客様に新鮮つくりたての製品をいち早くお届けして
います。
関東物流センターでは、ファンケルすべての製品を

配置して全国のお客様へお届けしています。また、関西
物流センターは、ファンケルの主力製品約300品目を配
置。西日本方面のお客様へお届けするほか、アテニアの
全製品を全国のお客様へお届けしています。両物流セ
ンターともに、製造年月日、賞味期限なども管理しなが

販売
• お客様体験価値の向上。IT基幹システム「FIT3」
ファンケルでは、通信販売のほか直営店舗販売、卸

販売を中心にマルチチャネルで製品をお客様にお届
けし、各チャネルの持つ強みをIT活用によって融合す
ることでお客様との絆づくりを促進しています。

OMOの取り組みを推進し、個々のお客様に最適な
アプローチを実現するIT基幹システム「FIT※3（フィッ
ト）」は、2022年にリリースされました。「お客様のこ
とを深く理解するためのデータベース」といった考え

で構築され、お客様を理解し、
有益な情報を返すデータの好
循環が行われています。
通販と店舗の情報が一つに

統合された「FANCLメンバー
ズアプリ」をお客様とのコミュ
ニケーションプラットフォー
ムとして展開することで、通信
販売でのお買い物の利便性を
保ちつつ、店舗での対面、オン

ら適切に在庫を配置することで、お客様により早く正
確にお届けし、配送時の距離を最適化することでCO2

排出量の削減にも貢献しています。
お客様の「ほしいときに」「ほしいところへ」「高い品

質で」お届けすることを目標に掲げ、さらなる品質と
生産性の向上を図っています。

ラインカウンセリングの予約も可能になり、シーンに
応じたご利用が一つのアプリでできるようになりまし
た。また、お客様と強い絆を紡いでいく、ライブショッ
ピングやオンラインイベントも配信し、全体の取り組
みを通じ通信販売と店舗の相互利用を促しています。
現在は企画を充実させながら、ブランド価値の共感

を重視した高いクオリティを目指し、それぞれのチャ
ネル特性とITを駆使しながら、お客様との絆を深める

OMO戦略に取り組んでいます。

※ FANCL Information Technology

• 【化粧品工場】 省人化、高効率化に向けて
1997年の発売以来、国内外で3秒に1本売れる「マイ

ルドクレンジング オイル」は、将来を見据え、効率的
に大量生産が可能な専用工場を、2020年3月に千葉県
流山市に設立しました。3工場体制からの集約ととも
に、省人化・高効率化を実現し、前体制の約1.3倍とな
る年間1,200万本の生産を可能としました。
一方、多品種・小ロット生産を得意とする群馬工場

のバルク製造工程では、7基の真空乳化装置をメイン
に75L～2,000Lの仕込み量に対応。充填工程では14

基の充填機を備え、内容量0.5mL～1,000mLで低粘
度から高粘度まで対応しています。さらにつめかえ用
のスパウトパウチ充填機は、プラスチックの削減にも
貢献し、多様なニーズに「正直品質。」で応える生産環
境を整えています。

製造

化粧品・健康食品ともに、GMP基準に則した管理体制のもとで、製品づくりを行っています。国内6ヵ所にある生産
拠点は、安心・安全な製品をお客様へお届けすることを使命に、ファンケル独自の厳しい基準を持って「正直品質。」を
追求しています。また、通信販売のほか、直営店舗販売、卸販売と多様なチャネルで製品を販売。チャネルの持つ強み
をITを活用して融合し、お客様との絆づくりを進化させ、お客様の体験価値の最大化を図っています。

サプライチェーン（製造・物流・販売）

価値創造の源泉

• 【サプリメント工場】 グローバル需要に対応
2021年4月に稼働した三島工場は、「大人のカロリミッ

ト®」などの錠剤を成形する打錠機8基、「内脂サポート」
などのハードカプセル充填機を2基、自動選別機は最新
鋭設備6基を保有し、すべての粒の割れや欠けを高速で
検査します。複数のサプリメントをワンパックにした
「年代別サプリメント」では、機械メーカーと共同開発し
た高速分包機の4基目を2023年6月に稼働させ、中国を
はじめとするグローバル需要に応えています。なお、

2021年4月より開始したキリングループの製造受託は継
続しており、協業によるシナジーが発揮されています。
一方、横浜工場では、オーダーメイドサプリメント

「パーソナルワン」を生産。これに対応する全自動錠剤
分包機は、複数種類の錠剤を素早く一包化し、お客様
に安心・安全な製品をお届けしています。

株式会社ファンケル美健

基準
GMP※1基準

FSSC
22000※2

設備

拠点および主な生産品 クリーンルーム

千葉工場 化粧品、サプリメント ● ̶ ●

滋賀工場 化粧品 ● ̶ ●

横浜工場 サプリメント ● ̶ ●

群馬工場 化粧品 ● ̶ ●

長野工場 発芽米、サプリメント ̶ ● ●

三島工場 サプリメント ● ● ●

生産拠点に関わる基準

※1 GMP　米国FDA（食品医薬品局）が設けた、化粧品、医薬品、食品などの製造管理および品質管理を遵守するための製造規範
※2 FSSC22000　国際的な食品安全規格基準

ライブショッピング

ファンケル関西物流センター

ファンケル関東物流センター

「マイルドクレンジング オイル」の新工場 三島工場

「パーソナルワン」の
全自動錠剤分包機

ライブショッピングの視聴者数と売上の推移
■ 1回当たりの売上（千円）　● 1回当たりの視聴者数（人）

3,931

1,811

2020年
上期

2020年
下期

2021年
上期

2021年
下期

2022年
上期

2022年
下期

24 25

ビジネスモデルイントロダクション サステナビリティ データセクションマネジメント
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